
（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

４ いろいろなＰＲ活動事例

（浦安市）

ＰＲ活動と街頭募金
（野田市）

年間を通して
ＰＲ活動を実施　浦安市民児協では、平成 28 年５月 15 日

（日）、ＪＲ「新浦安駅」と東西線「浦安駅」

前で、民児協の広報誌と市指定ゴミ袋を

セットにして配布。また、このＰＲ活動と

あわせて、熊本地震被災地への街頭募金活

動も実施しました。

（八千代市高津地区）

地元新聞に紹介記事を掲載

（写真上・下）ＪＲ「新浦安駅」
と東西線「浦安駅」前で、「が
んばろう熊本！」と書かれたパ
ネルを持って街頭募金をする浦
安市の民生委員。

（写真左上）第２地区民児協では、平成 27 年５月の活動強化週間に、
委員全員で小学校の下校時に見守りパトロールを実施（※普段は当番
制で実施）。（写真左下・右）児童部会では、毎年「こどもまつり」に
参加し、お手玉や折り紙、竹とんぼ作りを子ども達に伝授。その他、
主任児童委員連絡会と連携し、乳幼児健診等でもＰＲ活動を実施。

　八千代市高津地区民児協では、地元

新聞店が発行する「夢しんぶん  ゆりの

き高津（シニア版）」に、地区の民生委

員の集合写真、役割や活動内容に関す

る記事を掲載していただいています。
　馬橋西地区民児協では、毎年クリスマス前に、ひとり暮らし高

齢者へプレゼントを用意し、232 軒（平成 28 年７月現在）の対

象者宅を１軒１軒友愛訪問しています（写真左）。また、夏には、

熱中症予防として飲料水を配布しながら近況などをお聴きしてい

ます（同右）。根方会長は、「継続的なＰＲとしては、町会の掲示

板 143 箇所に、８～ 11 月の４ヶ月間、ＰＲポスターを掲示してい

ます。地道で継続的なＰＲが必要だと思っています」とのこと。

（写真提供：浦安市民児協）

（写真提供：野田市民児協・小俣優子
委員・四方薫委員・平松嘉子委員）

（写真提供：
馬橋西地区民児協）

（写真提供：高津地区民児協）

（松戸市馬橋西地区）顔と顔をあわせたＰＲ



　組織概要や民生委員の特徴、推薦や委嘱のほか、各種デー
タ（組織図、民生委員信条・児童憲章、各種広報ツールなど）
を掲載している。（URL）http://kashiwa-shakyo.com/publics/index/134/

柏市社協ＨＰ船橋市ＨＰ

　民生委員や主任児童委員の特徴や任期、定数、選出方法、
「民生委員推薦会」へのリンクなどを掲載。
（URL）http://www.city.funabashi.lg.jp/kenkou/fukushi/004/p008790.html

　日頃、様々な事業や活動で、連携・協力する行政と社協。この２つの関

係機関が作成する「ホームページ」と「広報誌」には、民生委員に関する

ことがどのくらい掲載されているのか、その実態調査を行いました。

　このコーナーでは、その調査結果と掲載内容などについてご紹介します。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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掲
載
状
況

　

行
政
及
び
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
状
況

は
、
左
頁
の
と
お
り
で
し
た
。

　

ま
ず
、53
市
町
村
の
行
政
（
千
葉
市
を
除
く
）
で
は
、

「
民
生
委
員
」
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
（
ま
た
は
項
目
）

を
設
け
て
い
る
の
は
42
市
町
村
。
掲
載
内
容
に
つ
い

て
は
、
左
頁
の
棒
グ
ラ
フ
の
項
目
以
外
に
は
「
推
薦

会
」
に
関
す
る
こ
と
を
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
全
体
的
に
は
民
生
委
員
に
関
す
る
情
報

は
少
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

一
方
、
市
町
村
社
協
で
は
、「
民
生
委
員
」
に
関

す
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
の
は
５
市
の
み
。
多
く

の
民
生
委
員
が
市
町
村
あ
る
い
は
地
区
社
協
活
動
に

協
力
し
て
い
る
反
面
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
Ｐ
Ｒ

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

も
は
や
、
知
り
た
い
情
報
を
調
べ
る
際
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収

集
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
住
民
の
方
が
思
い
つ
い
た
時
に
、
気

軽
に
地
域
の
民
生
委
員
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
特
に
、

住
民
に
身
近
な
市
町
村
行
政
・
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
は
有
効
な
Ｐ
Ｒ
手
段
だ
と
い
え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
ご
自
身
の
行
政
及
び
社
協
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
民
生
委
員
に
関
す
る
紹
介
記

事
の
掲
載
有
無
や
、
掲
載
内
容
を
一
度
確
認
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
民
生
委
員
に
関
す
る
情
報
が

行政・社協×ＰＲ活動特集２
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掲載ある

掲載なし

42 市町村

11

掲載ある

掲載なし

５

48 市町村

　市町村民児協事務局は、行政に 36 市町村、社協には 17 市町に設置されているが、本調査は
その別を問わず、全 53 市町村の行政と社協ＨＰ（計 106）を調査対象とした（千葉市除く）。抽
出方法は、「民生委員の役割や活動等の紹介」有無を確認の上、下表棒グラフ内の項目別に件数
を集計。ＨＰに掲載されている広報誌等のデータ（ＰＤＦ等）内の掲載は数に含めていない。
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役割・性格・職務
等の概要

主任児童委員
任期
定数
組織
区域

報酬

歴史
大臣委嘱

推薦・選任・委嘱
守秘義務

活動内容（具体的）

名簿

リンク

お問い合わせ先

０ １ ２ ３ ４０５10152025303540

４

５
４

４

５
３

３

２

３

０

０

０

１

１

２

行
政

社
協

市
町
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
状
況

市
町
村
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
状
況

●ＨＰの掲載状況

（市町村数）
５

（Ｈ28年８月現在・県民児協調べ）

（市町村数）

（掲載項目）

少
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
行
政
や
社
協
へ
紹
介
ペ
ー

ジ
の
作
成
を
、
ぜ
ひ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
す
こ
と
は
、

経
費
の
面
で
は
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
大
変
な
の
は
掲
載
内
容
の
準
備
な
ど
労
力
の

面
で
す
。
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
上
記
グ
ラ
フ
の

項
目
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
お
困
り
の
際
は
県

民
児
協
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
会
で
は
、
平
成
21
年
度
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
住
民
の
方
が
参
加
で
き
る

民
生
委
員
活
動
を
掲
載
し
た
「
あ
な
た
の
街
の
民
生

委
員
活
動
」
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
あ
ら
た

め
て
住
民
向
け
及
び
委
員
向
け
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を

整
理
し
、
平
成 

28
・
29
年
の
２
ヶ
年
度
を
か
け
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
予
定
で
す
。

広
報
誌
の
掲
載
状
況

　

広
報
誌
に
つ
い
て
は
、
過
去
約
２
年
半
（
平
成
25

年
12
月
〜
28
年
５
月
）
を
調
査
対
象
期
間
と
し
、
そ

の
結
果
は
次
頁
の
と
お
り
で
し
た
。

　

ま
ず
、
53
市
町
村
の
行
政
広
報
誌
で
は
、「
民
生

委
員
」
の
紹
介
（
ま
た
は
活
動
や
役
割
等
が
わ
か
る
）

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
43
市
町
村
、
延
べ
99
回
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
比
べ
て
、
掲
載
市
町
村
数
は
増
え

た
も
の
の
、
行
政
で
は
３
年
に
１
度
の
一
斉
改
選
時

の
み
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

次
に
、
市
町
村
社
協
広
報
誌
で
は
、「
民
生
委
員
」

の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
17
市
町
村
、
延

べ
30
回
。
３
分
の
１
以
下
の
市
町
村
に
留
ま
っ
て
お



行政・社協×ＰＲ活動２

ちば民児協だより第 71 号

掲載ある

掲載なし

43 市町村

10
掲載ある

掲載なし
17 市町村

36

活動紹介（民
生委員の日）
一斉改選

中途委嘱

電話番号
住所

名前

委員の顔写真
担当地区
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※上表「掲載内容と延べ件数」から、名簿掲載を抽出

平成 28 年５月現在、（千葉市を除く）全 53 市町村の行政と社協ＨＰに掲載されており、か
つ閲覧可能な「広報誌」を調査対象とした。抽出方法は、「民生委員の役割や活動等の紹介」
の記事の有無を確認のうえ、下表棒グラフ内の項目別に延べ件数を集計。「民生委員」という
表記だけでは数に含めていない。（調査期間：Ｈ28 年５～８月・県民児協調べ）

●広報誌の掲載状況

行
政

社
協

（延べ掲載回数）

（市町村数）

名簿掲載内容

掲載内容と延べ件数

（延べ掲載回数）

（市町村数）

市
町
村
行
政
広
報
誌

掲
載
状
況

市
町
村
社
協
広
報
誌

掲
載
状
況

　多くの行政広報誌は、毎月２回発行。そのうち、対象期間
（H25.12 ～ H28.5）内に発行され、ＨＰ上で閲覧可能な 53 市
町村行政の広報誌・延べ 2,430 件を閲覧のうえ調査。掲載数
は 43 市町村・延べ 99 回、紹介記事数は 101。

　市町村によって、発行回数にバラつきはあるが、対象期
間（H25.12 ～ H28.5）内に発行され、ＨＰ上で閲覧可能な
53 市町村社協の広報誌・延べ 406 件を閲覧のうえ調査。掲
載数は、17 市町村・延べ 30 回。

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
同
様
、
行
政
よ
り
も
掲
載
回
数

は
少
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

発
行
頻
度
は
、
行
政
は
お
よ
そ
月
１
〜
２
回
、
社

協
は
年
３
〜
６
回
程
度
で
す
。
ま
た
、
体
裁
は
、Ａ

４
の
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
も
あ
り
、

そ
の
ペ
ー
ジ
数
も
市
町
村
に
よ
り
様
々
で
す
。

　

こ
う
し
た
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
掲
載
ス
ペ
ー
ス

の
大
小
は
問
わ
ず
、
民
生
委
員
活
動
や
役
割
に
つ
い

て
、
せ
め
て
年
１
回
程
度
、
広
報
誌
へ
の
掲
載
協
力

を
お
願
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
掲
載
内
容
に
つ
い
て

は
次
頁
や
下
図
の
項
目
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
委
員
だ
け
が
行
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
民
児
協
だ
け
で
行
う

に
は
、
そ
の
範
囲
も
予
算
も
限
定
的
な
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

日
頃
、
様
々
な
事
業
や
活
動
を
共
に
す
る
行
政
や

社
協
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
が
、「
民
生
委
員

の
Ｐ
Ｒ
」
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
当
該
団
体
に
と
っ

て
も
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
非
常
に
重
要

で
あ
り
有
効
な
こ
と
で
す
。

　

Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
一
度
、

民
児
協
事
務
局
担
当
者
や
、
行
政
・
社
協
の
広
報
担

当
者
と
話
し
合
う
場
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

そ
の
際
、
地
区
や
個
人
で
行
う
こ
と
、
行
政
や
社
協

で
行
う
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
Ｐ
Ｒ
方
法
や
ツ
ー

ル
を
整
理
し
な
が
ら
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

行
政
や
社
協
と
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を



　平成 28 年４月
１日号。表紙一
面で民生委員を
特集。民生委員
の役割や、一斉
改選と委嘱まで
の流れ、活動風
景写真や平川市
民児協会長のコ
メントも掲載し
ている。
　また、別の号
では、住民向け
に開催している
民生委員に関す
る出前講座の紹
介も。

　平成 28 年３月 15 日号（抜粋）。
表紙と見開き２頁で民生委員を特

　平成 28 年５月 15 日号（抜粋）。
同年４月 15 日号より、月１回、
紹介コーナー「民生委員・児童委
員連絡協議会の広報室」を連載。

　平成 28 年５月 15 日号（抜粋）。表紙一面で民生
委員の特集記事。民生委員の特徴はもちろん、委員
からのコメントや相談件数等も掲載している。

　平成 27 年５月１日号（抜
粋）。委員が委嘱される都度、
顔写真・担当地区・民生委
員の概要・お問合先を掲載。

　平成 28 年５月号（抜粋）。民生委員の役割や性格につい
て見開き２頁で特集。柏市では行政広報誌にも同月に民生
委員紹介記事を掲載している。

　平成 27 年５月１日号（抜粋）の
「民生委員の日」紹介記事。同市は、
最低年１回は「民生委員の日」な
どの紹介記事を掲載している。

平成 26 年１月１日号（抜粋）。地
区社協の取り組みを紹介するペー
ジに「民生委員奮闘記」を掲載。

集。民生委員の役割や活動に関するＱ＆Ａに、５名の地区民児協会
長がインタビュー形式で回答している。

「うらやす社協だより」
浦安市社協

「広報しろい」白井市

「広報いんざい」印西市

「こうほう佐倉」佐倉市

「広報いちはら」市原市

「紙ひこうき」柏市社協

「広報まつど」

松戸市

「福祉だより」東金市社協



ちば民児協だより第 71 号

目 的

場 面

何を伝えたいのか？

民生委員という存在

民生委員の活動内容

民生委員である自分（顔と名前）

その他（→余白に記入してください）

どこで使うのか？

個別訪問のとき

サロンや茶話会のとき

イベント（地域のお祭りなど）のとき

その他（→余白に記入してください）会議・会合等のとき

研修会等のとき

キャンペーン・記念行事等のとき

確 認
本号のＰ４～19掲載のＰＲ方法やツールの中で、
参考になったモノや内容を書き出してみよう

～住民向けＰＲを考える～

60 分でできる60 分でできる
実践活動検討実践活動検討

　このコーナーでは、地域住民の方に、民生委員

である「あなた自身」のことをより深く知ってい

ただくためには、どのようなＰＲがあるのか（適

しているのか）、以下の項目で整理してみてくだ

さい（順番は自由）。そして、その結果をもとに、

地区民児協として、どのような支援ができるのか、

皆さんで考える機会にしてください。

特集３



60 分でできる実践活動検討

（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

３

媒 体どのようなモノを使うのか？

広報誌・機関紙

訪問連絡票

パンフレット（複数枚で構成）

リーフレット（１枚刷り）

ホームページ

電子メール

名刺

ポスター
クリアファイル

折込み（新聞紙への）

ティッシュ

のぼり旗・横断幕

コマーシャル（テレビ・ラジオ・雑誌等）

立て看板

ワッペン・シール・ステッカー

ウインドブレーカー・ベスト
腕章

電車の中吊り広告

その他（→余白に記入してください）

どのような方法で伝えるか？

手渡し

ポスト投函

回覧

その他（→余白に記入してください）

郵送

街頭配布

陳列・展示

掲示

どのような成果を期待できそうか？

地区民児協は、どのような支援ができるか？

手 段

成 果

支 援

マグネット

60 分でできる
実践活動検討
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４事業報告･決算

種 別

公 務 死 亡

公 務 傷 病

一 般 死 亡

配偶者死亡

一般傷病

災害見舞

０件

一

般

公
務

２ヶ月未満

２ヶ月以上

退任慰労

居 宅

居宅以外

９年未満

９年以上

２件

15 件

34 件

12 件

52 件

１件

０件

47 件

17 件

180 件計 2,032,000 円

85,000 円

141,000 円

20,000 円

０円

450,000 円

510,000 円

210,000 円

96,000 円

０円

520,000 円

件 数 金 額

物故者委員

配 偶 者

16 件

34 件

50 件計 262,000 円

102,000 円

160,000 円

件 数 金 額種 別

●全国互助事業給付金状況（本会収支には関連なし）

●県民児協弔慰金給付状況

①
理
事
会
（
３
回
）

②
評
議
員
会
（
３
回
）

③
正
副
会
長
会
議
（
７
回
）

④
決
算
監
査
会
（
１
回
）

⑤
慶
弔
事
業
（
下
記
の
と
お
り
）

（
委
託
事
業
）

（
委
託
事
業
）

①
単
位
民
児
協
会
長
研
修
会
（
１
回
）

（
期
日
）
平
成
27
年
７
月
９
日（
木
）・
10
日（
金
）／

（
場
所
）
鴨
川
ホ
テ
ル
三
日
月
（
人
数
）
２
９
２
名

②
中
堅
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
（
７
回
）

　
（
期
日
）
平
成
27
年
９
月
11
日
（
金
）
他
／
（
場
所
）

　

県
内
各
所
／
（
人
数
）　

計
１
５
８
４
名

③
中
堅
民
生
委
員
児
童
委
員
講
座
（
６
回
）

　
（
期
日
）
平
成
27
年
11
月
６
日
（
金
）
他
／
（
場
所
）

　

横
芝
光
町
文
化
会
館
他
／
（
人
数
）
計
５
７
５
名

④
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
（
３
回
）

　
（
期
日
）
平
成
27
年
４
月
20
日
（
月
）
他
／
（
場
所
）

　

県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
（
人
数
）
計
１
６
１
名

⑤
主
任
児
童
委
員
研
修
会
（
１
回
）

　
（
期
日
）
平
成
28
年
１
月
25
日
（
月
）
／
（
場
所
）

　

京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ
／
（
人
数
）
計
４
６
５
名

①
指
定
民
児
協
助
成
事
業

　
（
概
要
）
６
地
区
へ
の
助
成
、
合
同
会
議
の
開
催

②
ち
ば
民
児
協
だ
よ
り
・
ひ
だ
ま
り
合
併
号
の
発
行

　
（
概
要
）
年
３
回
発
行
、
編
集
委
員
会
６
回
開
催

③
活
動
記
録
出
前
講
座
（
11
市
町
・
４
５
８
名
）

④
市
町
村
民
児
協
事
務
局
会
議
・
事
務
局
運
営
講
座

１
．
研
修
事
業

１
．
研
修
事
業

（
派
遣
事
業
）

（
派
遣
事
業
）

⑦
第
84
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　
（
期
日
）
平
成
27
年
10
月
15
日
（
木
）・
16
日
（
金
）

　
（
場
所
）
富
山
県
／
（
人
数
）
44
名

⑧
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の
相
談
技
法
研
修
会

　
（
期
日
）
平
成
27
年
８
月
27
日
（
木
）・
28
日
（
金
）

　
（
場
所
）
横
浜
市
／
（
人
数
）
４
名

⑨
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会

　
（
期
日
）
平
成
27
年
８
月
31
日
（
月
）・
９
月
１
日

　
（
火
）
／
（
場
所
）
横
浜
市
／
（
人
数
）
13
名

⑩
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会

　
（
期
日
）
平
成
28
年
１
月
29
日
（
金
）・
30
日
（
土
）

　
（
場
所
）
横
浜
市
／
（
人
数
）
２
名

⑪
第
75
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

　

研
究
協
議
会

　
（
期
日
）
平
成
27
年
６
月
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）

　
（
場
所
）
長
野
県
／
（
人
数
）　

10
名

⑫
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

　
（
期
日
）
平
成
28
年
２
月
17
日
（
水
）
〜
19
日
（
金
）

　
（
場
所
）
神
奈
川
県
／
（
人
数
）
２
名

２
．
指
導
事
業

２
．
指
導
事
業

３
．
法
人
事
業

３
．
法
人
事
業

⑤
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
検
討
部
会
（
３
回
）

⑥
民
生
委
員
活
動
出
前
講
座
（
３
民
児
協
）

⑦
第
18
回
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
運
営
委

　

員
会
（
１
回
）

⑧
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
管
理

⑨
Ｐ
Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

（
自
主
事
業
）

（
自
主
事
業
）

⑥
相
談
技
法
研
修
会
（
３
回
）

　
（
期
日
）
平
成
28
年
２
月
15
日
（
月
）
他

　
（
場
所
）
県
教
育
会
館
／
（
人
数
）
計
２
９
７
名



（公財）千葉県民生委員児童委員協議会
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平成 27 年度

決算（概要版）
　平成 27 年度の事業決算（正味財産増減計算書）概要は、下図の

通りとなります。より詳細な内容についてご覧になりたい方は、当

会ＨＰに平成 19 年度以降の財務諸表を掲載していますので、そち

らをご覧ください。

（
委
託
事
業
）

１
．
研
修
事
業

（
派
遣
事
業
）

２
．
指
導
事
業

３
．
法
人
事
業

（
自
主
事
業
）※（カッコ）内の±は前年比の増減です。

※下記数字は、100 円以下は四捨五入で記載

支出の内訳（概要）２

印刷製本費 4,073 千円（＋
1,978 千円）研修資料・本誌等

※当期経常増減額＋3,007,041 円は
　特定費用準備資金へ積立

50.7%

7.9%

4.5%
人件費（５名）
26,113千円（＋2,228千円）

12.0%

6.4%

支払負担金 6,206 千円
（＋20 千円）
全民児連会費（実数）、
その他派遣研修参加費

会議費 3,277 千円（＋255
千円）全国大会参加費等

賃借料 2,328 千円（－
13 千円）研修会場等

修繕費：1,891 千円
（＋655 千円）印刷
機器使用料等

通信運搬費 934 千円
（－53 千円）電話等支払助成金 1,000 千円

（＋300 千円）指定民
児協助成金等

その他：2,086 千円
（－925 千円）消耗什器備
品・振込手数料・減価償
却費・慶弔費等3.0%

3.7%

2.3%

1.9%

旅費交通費 1,534 千円
（＋304 千円）
研修・取材等

1.8%

1.7%

4.1%

 県補助金　　　：5,843 千円
 全民児連助成金：3,535 千円
 県社協助成金　：    100 千円
 県共募助成金　：2,000 千円

補助金・助成金 11,478 千円
（＋1,195 千円）

参加者負担金（39名分）

全国派遣研修・全国大
会負担金 3,244 千円
（＋126 千円）

58.9%
21.0%

14.0%

6.0%
0.1%

4,400円×7,301名（実数）

会費 32,124 千円
（＋158 千円）

 県　　：7,014 千円
 中核市：    608 千円

県・中核市研修受託金
7,622 千円
（＋1,828 千円）

基本財産等の受取利
息･雑収益

その他 49 千円
（－985 千円）

収入の内訳（概要） 経常収益計：54,518 千円
（前年比＋2,322 千円）

１

経常費用計：51,511千円（前年比＋4,870千円）

諸謝金 1,182 千円
（＋538 千円）
研修会講師等

消耗品費 887 千円
（－417 千円）
事務用品等
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共同募金の配分金を一部活用しています。
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　本号は、「ＰＲ活動」について特集を

組みました。

　ＰＲ活動といっても、その方法や活

編集後記

用するツールは、いろいろとあり、ご自身の地区や担当

区域に応じたやり方を考えて行く必要があります。この

活動は、なかなか目に見えて成果がわかるものではあり

お知らせ 第18回千葉県民生委員児童委員大会を開催！

　平成 28 年７月 12 日（火）、千葉県文化会館・大ホー

ルにて、「第 18 回千葉県民生委員児童委員大会」が開

催されました。

　本大会には、約 1,500 名（被表彰者約 950 名、一般

参加者約 450 名、来賓約 100 名）の関係者にご参集

いただき、式典を執り行いました。

　記念講演では、同志社大学大学院教授の上野谷加代

子先生に「たすけられ上手・たすけ上手に　民生委員

活動を」をテーマにご講演いただき、盛会裏に終える

ことができました。ご参加・ご協力いただきました皆

様には、厚く御礼申し上げます。

　また、当日、ご出席がかなわなかった被表彰者の皆

様には、この場をお借りしてあらためてお祝い申し上

げます。誠におめでとうございました。

（主催者挨拶）
大野県民児協会長

（主催者挨拶）
諸橋副知事

（主催者挨拶）
白戸県社協会長

（開会のことば）
榎本県民児協副会長

（信条朗読）
高橋県民児協理事

（顕彰の部）
被顕彰者６名

（永年勤続表彰の部）
安房管内代表：重田鋸南町会長

（大会宣言）
（左）宮川県民児協副会長
（右）加瀨県民児協副会長

（記念講演）
上野谷 加代子氏

（閉会のことば）
竹澤県民児協副会長

千葉県民生委員児童委員協議会会長表彰者数

　●顕彰　　　　  （35 年以上）：７名

　●永年勤続表彰（９年以上） ：1,096 名

ませんが、地道で継続的な心がけが必要となります。

　本号をご参考に、あらためてＰＲ活動について、皆さ

んで話し合う場を持ってみてください。

　次号（平成 28 年 10 月）は、「一斉改選」を特集する

予定でおります。

　　　　　　ちば民児協だより編集委員長　加瀨 春男


